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被
扶
養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
範
囲

　被保険者の兄弟姉妹が被扶養者に
なる場合、被保険者の収入で生活し
ているという「生計維持」の条件の
ほか、兄姉については「同居」が条
件となっていました。しかし、昨今
の経済および生活実態を踏まえ、平
成28年10月からこの「同居」条件
が撤廃されることになります。
　平成28年10月以降は兄弟姉妹の
区別なく、「生計維持」条件のみが被
扶養者になるかどうかの判断材料と
なります。

被扶養者の兄・姉の
「同居」条件が撤廃に

数字は親等数
は「同一世帯の」要件を要しない親族
は「同一世帯の」要件を要する親族

平成28年10月から
弟妹と同様に
生計維持だけが
条件となります

　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
非
正
規
労
働
者
」

に
つい
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
通
常
の
労
働
者
の
お
お
む
ね
４
分
の

３
以
上
勤
務
し
て
い
る
場
合
は
、
勤
務
先
の
健
康
保
険
な
ど
の

社会保険（年金・健康保険）の
対象となる基準

現　在
●通常の労働者のおおむね４分の
３以上勤務する人

　⬇
平成28年10月～
●週20時間以上勤務する人
●月額賃金8.8万円以上の人
　（年収106万円以上）
●勤務期間１年以上が見込ま
れる人

※従業員501人以上の企業が対象で、
　学生は適用除外

平成 28 年 10 月から　働
き
方
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社

会
に
す
る
た
め
に
、
社
会
保
険
へ
の
加
入
条
件
が
緩

和
さ
れ
ま
す
。

　被
扶
養
者
の
人
が
新
し
く
勤
務
先
の
社
会
保
険
に

加
入
す
る
場
合
は
、
健
保
組
合
に
被
扶
養
者
か
ら
外

す
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

被扶養者から

外す手続きを
忘れずに

パ
ー
ト

ア
ル
バ
イ
ト
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
す

社
会
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

10
月
か
ら
は
こ
の
基
準
が
見
直
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
人
が
勤
務

先
の
社
会
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
く
勤
務
先
の
社
会
保
険
に
加
入
す
る
場
合
の
具
体
的

な
影
響
は
、
働
き
方
や
状
況
で
異
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
勤
務
先
の
社
会
保
険
で
は
事
業

所
が
保
険
料
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
本

人
の
保
険
料
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
勤

務
先
の
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
で
保
険
料
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
病
気
・
け
が
や
出
産
で
仕
事

を
休
ん
だ
と
き
に
受
け
取
れ
る
傷
病
手
当
金
、
出
産
手
当
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
当
健
保
組
合
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
が
新
し
く
勤
務
先
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、被
扶
養
者
か
ら
外
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
被
扶
養
者
異
動
届
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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健保組合で利用されるまでのスケジュール

被扶養者（ご家族）の分も
事業所経由で提出します
被扶養者のマイナンバーにつ
いても被保険者が本人のマ
イナンバーであることを確認
し、事業所（会社）経由で健保
組合に提出します。

加入員のマイナンバーの提出は
平成28年11月を予定しています
　健康保険の事務では平成29年１月か
らマイナンバーを使用します。このため、
加入者の皆さまにはマイナンバーをご提
出いただきます。平成 28年 11月に事
業所を通じての提出となりますので、ご
協力のほどよろしくお願いします。
　なお、任意継続被保険者とその被扶
養者の方は平成28年 12月に直接
健保組合にご提出いただきます。

平成28年11月 平成29年１月 平成29年７月
事業所（会社）経由で健保組合
に個人番号を提出
※任意継続被保険者の方は平成
28年 12 月に健保組合に直接ご
提出いただきます。

健康保険の事務で使用開始
◦各種申請書への個人番号記入欄
が設置

◦マイナポータルの運用が開始さ
れ、WEBサイトから自分の個
人番号の利用状況が確認可能に

行政機関等の情報連携を
開始
◦健保組合から直接関係機関に所
得情報、住民票情報を確認可能
に

デ ー タ ヘ ル ス 計画

糖尿病の疑いのある方に
　電話による保健指導を実施します。

　データヘルス計画とは、健診データ等を分析して、効率的、効
果的な保健事業を PDCA サイクルで実施することです。
　当健康保険組合では、今年度の健診の結果、糖尿病の疑いがあ
るにもかかわらず、医療機関へ受診されていない方を対象として、
受診勧奨等の保健指導を実施して、重症化を予防します。
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10
月
は
健
康
強
調
月
間
で
す

10 月は健康強調月間
です

禁煙
たばこの煙を
なくす

健康保険組合の連合組織である健康保険組合連合会では、

健康への意識を高めていただくために、

毎年10月を「健康強調月間」と定めています。

未来のあなたの健康を守るために、

生活習慣の見直しを始めましょう。

＋
健診・検診の受診

定期的に
自分の体を知る

適度な運動
毎日プラス10分

の運動

適切な
食生活

毎日プラス１皿
の野菜

自分の健康は
自分で守る！
３つのアクション

この機会に禁煙にチャレンジしてみませんか！
　スマートフォンやパソコンで、兵庫自動車販売店健康保険組合ホームページの禁煙キャンペーン画面から禁煙宣言される
か、チラシの禁煙宣言書をFAXか郵送していただきますと、禁煙ガム「ニコレット」を無料で自宅にお送りします。

宣言者募集！！

●禁煙に失敗してもペナルティーはありませんので、お気軽にチャレンジしてください。
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兵庫わくわくウォーキングマップ

北摂の豊かな自然と文化が紡ぐ歴史浪漫

川西・
猪名川を巡るコース

約7.0km：2 時間00分（目安）

緑台中学校

市立川西病院

緑台小学校

多田中学校

多田小学校

川西緑台高校

畦野駅

平野駅

能
勢
街
道

陽明小学校

173 能
勢
電
鉄

多田神社

小童寺
素盞鳴神社 頼光寺

大阪青山歴史文学
博物館

一の鳥居駅

多田駅

猪
名
川

多田大橋

START

GOAL

道幅が徐 に々狭くなり、
急な上り坂に。

車に注意しましょう。

広 と々した
美しい田園風景が
広がり、一休みには
格好の場所です。

今回は猪名川を遡って源氏の起源を楽しむコースで
秋のウォーキングを楽しもう。能勢電鉄「多田」駅を西へ
行くと、左前方に猪名川の清流が見えてきます。川が右
に大きく曲がる手前に、朱色の御社橋が架かり、その右
手に源氏の発祥の地として知られる多田神社の大鳥居
が見えます。
猪名川に沿って北へ５００mほど行くと、県道１２号に

出ます。多田大橋を渡って、右手に猪名川の美しい流れ
を眺めながら北へ進みます。
しばらく川沿いを溯っていくと、猪名川が二手に別れ、
右手の小橋を渡り、森の小道を抜けると新名神高速道
路が建設中で道幅が広くなり、左手に入って行くと、美
女丸伝説で知られる小童寺にたどり着きます。
広い道路に戻り、北へ３００ｍほど行った所に、この辺

りの氏神様、素盞鳴神社があります。境内からは、神社を
東へ。橋を渡って、市立川西病院を越え、交差点を右折
して国道１７３号（能勢街道）を南に歩き、５００ｍほど行っ
た辺りで左手に入ります。線路を潜る狭いトンネルを抜け
ると、あじさい寺として知られる頼光寺があります。
国道１７３号に戻り、南へ。約１kmほど行くと、高台に

そびえている大阪青山歴史文学博物館があります。お
城の天守閣そのもののユニークな外観で、道路からでも
垣間見えます。
すぐ南に、ゴールの「一の鳥居」駅があります。

15
分

60
分

5
分

20
分

15
分

能
勢
電
鉄「
多
田
」駅

能
勢
電
鉄「
一の
鳥
居
」駅

多
田
神
社

小
童
寺

素
盞
鳴
神
社

頼
光
寺

5
分

大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館

STARTGOAL

９７０年に創建。多田大権
現社とも言われ、関西日光
の称のある大社です。現在
の社殿は徳川家綱が再建。
内郭、外郭の二重の構え
で、１万６千坪の広さがあり
ます。武運長久、家運隆盛、
厄除開運の守護神として
知られる大社です。

多田神社A

平安時代（９４７年）に創
建。美女丸伝説で知られ
るお寺です。源賢僧都
（幼名：美女丸）が自分の
身代りになった幸寿丸を
弔うため建てたと伝えられ
る。美女丸、幸寿丸、藤原
仲光の墓がある。

小童寺（しょうどうじ）B

別名あじさい寺とも呼ば
れ、春は桜、木蓮、秋には
紅葉と四季折々の草花
が楽しめます。とくに、梅
雨時には５００本ものあじ
さいが咲き乱れ、通称あじ
さい寺として市民に親しま
れています。

頼光寺（らいこうじ）C

１９９９年に開館。お城（天
守閣）をモデルにした外観
は、堂 と々した風格を漂わせ
ています。国宝「土佐日記」
写本をはじめ、重要文化財
や重要美術品を含む約
5,000件の文書、典籍、美
術工芸品を収蔵しています。

大阪青山歴史文学博物館D

072-793-0001

072-794-0253

072-794-1165

072-790-3535

A

B

C

D新名神高速道路（建設中）

ウォーキングコース
交番
学校
トイレ
郵便局
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
補
助
の
ご
案
内

　
当
健
康
保
険
組
合
で
は
、本
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
補
助
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
接
種
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
、こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
重
症
化
防
止
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、補
助
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者

●
実
施
期
間

　
平
成
28
年
10
月
１
日
〜
平
成
29
年
１
月
31
日

●
補
助
金
額

１
人
年
度
内
１
回
、２
、０
０
０
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

た
だ
し
、予
防
接
種
費
用（
自
己
負
担
）が

補
助
限
度
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、実
際
に

要
し
た
費
用
ま
で
と
し
ま
す
。

（
注
）予
防
接
種
が
２
回
接
種
法
の
場
合

も
、２
回
接
種
で
１
セ
ッ
ト
の
た
め
、補
助
は

１
回
と
し
ま
す
。

●
請
求
方
法

●
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
請
求
書
」に
領
収
書
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
領
収
書
は
、予
防
接
種
を
受
け
た
方
の
氏
名
、

接
種
年
月
日
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で

平
成
28
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業
実
施
要
領

あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

●
請
求
用
紙
は
、当
健
康
保
険
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
届
け
出・申
請
書
一
覧
」か
ら
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

●
支
払
方
法

●
補
助
金
の
支
払
い
は
、被
保
険
者
様
の
個
人

口
座
に
お
振
込
み
し
ま
す
。

●
請
求
期
限

　
平
成
29
年
２
月
末
日
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
当
健
康
保
険
組
合 

総
務
課

　
☎
０
７
８‐４
５
３‐３
２
１
１

組合の現況（平成28年8月末現在）

事業所数

被保険者数

被扶養者数

平均標準報酬月額

前期高齢者数

（再掲）

計

男

女

平均

男

女

計

被保険者

被扶養者

31事業所

4,819人

4,155人

664人

5,328人

341,303円

358,048円

236,521円

182人

104人

78人

提
出
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

「
健
康
保
険
被
扶
養
者
継
続
認
定
調
査
票
」の

提
出
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　16
歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
お
ら
れ
る
被
保
険
者
の

み
な
さ
ま
は
、『
健
康
保
険
被
扶
養
者
継
続
認
定
調
査

票（
以
下「
調
査
票
」と
い
う
。）』を
ご
提
出
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　ま
だ
、ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
調
査

票
」と
一
緒
に
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た〝
健
康

保
険
被
扶
養
者
の
継
続
認
定
調
査
に
つ
い
て
〞に
よ
り

必
要
書
類
等
を
ご
確
認
の
う
え
、お
勤
め
先
の
健
康
保

険
事
務
担
当
者
様
に
ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
再
確
認
は
、健
康
保
険
組
合
の
財
政
に
大
き
く

影
響
し
、保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
重
要
な
事

業
で
す
の
で
、組
合
財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
も
、み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　な
お
、継
続
認
定
に
必
要
な
証
明
書
等
の
ご
提
出
が

な
い
場
合
に
は
、
引
き
続

い
て
の
扶
養
認
定
が
出
来

か
ね
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

－  契 約 施 設  －
施 設 名 所 在 地 利 用 期 間 利 用 時 間 一 部 負 担 金

「神戸市立
ポートアイランド
スポーツセンター」
アイススケートリンク
TEL（078）302-1031

神戸市中央区港島中町
6丁目12番1号
・阪神高速、京橋ランプ
 より車で5分
・「三宮」よりポートライ
 ナーで10分「市民広場
 駅」下車すぐ

平成28年10月30日（日）～
平成29年3月31日（金）
〔定休日〕
毎週水曜日（祝日、冬休み・
春休み期間は営業）
12月30日・31日・1月1日
（注）大会等で利用できない
　　日、または時間があり
　　ます。

平日・土・日・祝
10:00～19:00
（滑走は、18:45まで）
1月2日・3日・4日
9:30～17:15
（滑走は、17:00まで）

おとな（高校生以上） 600円
（同伴の未就学児童のこども1名が無料）
こども（中学生以下） 300円
親子 800円
（高校生以上1名と小・中学生1名のペア
とする）
・貸靴料400円別途必要

平成28年度 冬季体育奨励事業

アイススケートのご案内
　被保険者とご家族のみなさまの冬季における健康づくり・体力
づくりを支援するため、本年も下記の施設とアイススケート場の
利用契約を結んでおりますので、おおいにご利用いただきますよ
うご案内いたします。
　契約施設をご利用の際には、当健康保険組合が発行する「滑走
整理券（利用券）」が必要となりますので、ご希望の方は一部負担
金を添えて、お勤め先の健康保険事務担当者様を通じてお申し込
みください。
　なお、被保険者様からの直接申し込みはお受けできかねますの
で、ご了承願います。
※「滑走整理券」の枚数には限りがございますので、先着順とさせて
いただきます。
※一部負担金については、施設ご利用の有無にかかわらず、お返し
できませんので、ご注意願います。

公 告

■事業所の新規適用（加入）
《事業所名称》
　株式会社ライダーズクロス

《事業所所在地》
　神戸市中央区

《適用年月日》
　平成 28 年 9 月 1 日
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

費
用
補
助
の
ご
案
内

　
当
健
康
保
険
組
合
で
は
、本
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
補
助
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
毎
年
接
種
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
接
種
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
、こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
重
症
化
防
止
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、補
助
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
被
保
険
者
お
よ
び
被
扶
養
者

●
実
施
期
間

　
平
成
28
年
10
月
１
日
〜
平
成
29
年
１
月
31
日

●
補
助
金
額

１
人
年
度
内
１
回
、２
、０
０
０
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

た
だ
し
、予
防
接
種
費
用（
自
己
負
担
）が

補
助
限
度
額
に
満
た
な
い
場
合
は
、実
際
に

要
し
た
費
用
ま
で
と
し
ま
す
。

（
注
）予
防
接
種
が
２
回
接
種
法
の
場
合

も
、２
回
接
種
で
１
セ
ッ
ト
の
た
め
、補
助
は

１
回
と
し
ま
す
。

●
請
求
方
法

●
予
防
接
種
を
受
け
た
後
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金
請
求
書
」に
領
収
書
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
領
収
書
は
、予
防
接
種
を
受
け
た
方
の
氏
名
、

接
種
年
月
日
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で

平
成
28
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
事
業
実
施
要
領

あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
も
の
と
し
ま
す
。

●
請
求
用
紙
は
、当
健
康
保
険
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
届
け
出・申
請
書
一
覧
」か
ら
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

●
支
払
方
法

●
補
助
金
の
支
払
い
は
、被
保
険
者
様
の
個
人

口
座
に
お
振
込
み
し
ま
す
。

●
請
求
期
限

　
平
成
29
年
２
月
末
日
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
当
健
康
保
険
組
合 

総
務
課

　
☎
０
７
８‐４
５
３‐３
２
１
１

組合の現況（平成28年8月末現在）

事業所数

被保険者数

被扶養者数

平均標準報酬月額

前期高齢者数

（再掲）

計

男

女

平均

男

女

計

被保険者

被扶養者

31事業所

4,819人

4,155人

664人

5,328人

341,303円

358,048円

236,521円

182人

104人

78人

提
出
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

「
健
康
保
険
被
扶
養
者
継
続
認
定
調
査
票
」の

提
出
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　16
歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
お
ら
れ
る
被
保
険
者
の

み
な
さ
ま
は
、『
健
康
保
険
被
扶
養
者
継
続
認
定
調
査

票（
以
下「
調
査
票
」と
い
う
。）』を
ご
提
出
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　ま
だ
、ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
な
い
場
合
は
、「
調
査

票
」と
一
緒
に
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た〝
健
康

保
険
被
扶
養
者
の
継
続
認
定
調
査
に
つ
い
て
〞に
よ
り

必
要
書
類
等
を
ご
確
認
の
う
え
、お
勤
め
先
の
健
康
保

険
事
務
担
当
者
様
に
ご
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　こ
の
再
確
認
は
、健
康
保
険
組
合
の
財
政
に
大
き
く

影
響
し
、保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
重
要
な
事

業
で
す
の
で
、組
合
財
政
の
健
全
化
の
た
め
に
も
、み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　な
お
、継
続
認
定
に
必
要
な
証
明
書
等
の
ご
提
出
が

な
い
場
合
に
は
、
引
き
続

い
て
の
扶
養
認
定
が
出
来

か
ね
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

－  契 約 施 設  －
施 設 名 所 在 地 利 用 期 間 利 用 時 間 一 部 負 担 金

「神戸市立
ポートアイランド
スポーツセンター」
アイススケートリンク
TEL（078）302-1031

神戸市中央区港島中町
6丁目12番1号
・阪神高速、京橋ランプ
 より車で5分
・「三宮」よりポートライ
 ナーで10分「市民広場
 駅」下車すぐ

平成28年10月30日（日）～
平成29年3月31日（金）
〔定休日〕
毎週水曜日（祝日、冬休み・
春休み期間は営業）
12月30日・31日・1月1日
（注）大会等で利用できない
　　日、または時間があり
　　ます。

平日・土・日・祝
10:00～19:00
（滑走は、18:45まで）
1月2日・3日・4日
9:30～17:15
（滑走は、17:00まで）

おとな（高校生以上） 600円
（同伴の未就学児童のこども1名が無料）
こども（中学生以下） 300円
親子 800円
（高校生以上1名と小・中学生1名のペア
とする）
・貸靴料400円別途必要

平成28年度 冬季体育奨励事業

アイススケートのご案内
　被保険者とご家族のみなさまの冬季における健康づくり・体力
づくりを支援するため、本年も下記の施設とアイススケート場の
利用契約を結んでおりますので、おおいにご利用いただきますよ
うご案内いたします。
　契約施設をご利用の際には、当健康保険組合が発行する「滑走
整理券（利用券）」が必要となりますので、ご希望の方は一部負担
金を添えて、お勤め先の健康保険事務担当者様を通じてお申し込
みください。
　なお、被保険者様からの直接申し込みはお受けできかねますの
で、ご了承願います。
※「滑走整理券」の枚数には限りがございますので、先着順とさせて
いただきます。
※一部負担金については、施設ご利用の有無にかかわらず、お返し
できませんので、ご注意願います。

公 告

■事業所の新規適用（加入）
《事業所名称》
　株式会社ライダーズクロス

《事業所所在地》
　神戸市中央区

《適用年月日》
　平成 28 年 9 月 1 日
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